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　令和５年７月26日(水)・27日(木)に、かでる２・７（札幌市中央区北２西７）で、北海道高等学校養

護教諭研究会第38回研究協議会を開催しました。

　今年は、講師に清水栄司氏（千葉大学大学院医学研究院 認知行動生理学 教授）、蓮尾豊氏（あおも

り女性ヘルスケア研究所 所長）をお迎えし、研究発表は柴田加奈先生（岩見沢東高校(定)  養護教諭）、

森川綾乃先生（岩見沢緑陵高校 養護教諭）に発表していただきました。北海道教育庁学校教育局 健康・

体育課 健康・体育指導係 係長 篠原弥智氏からは、「学校保健の課題とその対応」と題して情報を提

供していただきました。

　講演１「保健室で活用できる認知行動療法－学校でのＷＥＢス

トレスチェックを含めて－」は、具体的なモデルをあげて認知行

動療法をわかりやすく説明していただきました。保健室で取り組

む際の参考となる資料やマニュアルも多数紹介され、会員からは

「生徒対応時に活用できる講演内容と資料提供だった」「保健室で

もできる認知行動療法、ぜひ自校でも導入したい」など、意欲的

な感想が多数寄せられました。

　講演２「青森県の産婦人科校医制度と私の行う性教育の実際」

は、情熱あふれる産婦人科校医による多角的な性教育が提供され

ている青森県をうらやましく思うと同時に「自校の生徒にも伝え

たい」と心を動かされながら、あっという間に時間が過ぎました。　

　蓮尾先生が長年の経験の中で精選・整理された性教育の集大成

を見せていただき、大変勉強になりました。

　研究発表「『学校三師との連携』～よりよい連携のために～」は、

多くの会員が課題として抱えている内容で、それぞれが前向きに

考える良い機会となりました。

　研究協議では、三師との連携が難しくなる問題点やその解決法、

有効な三師の活用事例、学校保健委員会での連携など活発な情報

共有が行われ、「自校に帰って活かしたい」と意欲が湧いてくる有

意義な時間となりました。

北海道高等学校養護教諭研究会第38回研究協議会報告

～会員だより～「北海道高等学校養護教諭研究会に参加して」
３名の新採用の会員の方に感想をいただきました。お忙しい中お引き受けくださり、心より感謝申し上げます。

北海道富良野高等学校　　神田　　萌　先生
　この度は、お忙しい中、養護教諭研究協議会を開催していただき誠にありがとうございます。私は、
今年大学を卒業し、４月から新任の養護教諭として毎日、様々な知識や経験を積んでいる最中です。
そんな中での今回の養護教諭研究協議会は、日々の業務を行う中での疑問点に対しての意見交換、情
報共有を行うことができ、とても良かったです。
　今回、性教育の講演がありましたが、その中に、「性教育はすべての教員が携わるべきものが基本となっ
ています」という話があったのが私の中ですごく印象に残っています。大学時代から性教育の在り方
について考える機会がありましたが、結果的に養護教諭や保健体育科の教員だけで性教育を行ってい
ることが多く、その原因として他の教員への理解を得ることが難しいということがよくあげられてい
ました。他の教員への理解を得るための方法についてもっと深く考えていく必要があると改めて感じ
ました。
　仕事をしていく中で知識や経験を深めていくことや、迅速に対応できるようになること等、養護教
諭としての専門性をこれからももっと磨いていきたいと思います。また、研究会で得た知識を積極的
に取り入れる意識を持ちながら日々の業務に努めていきたいです。

北海道広尾高等学校　　西　さくら　先生
　本研究協議会に参加して、貴重なご講演や先輩養護教諭の先生方との交流をとおして、必要な知識
や考え方、養護教諭としての役割を学ぶことができました。
　私は働き始めてまだ半年も経っていませんが、実際の現場では、怪我の手当よりも健康相談などの
精神面に関する対応が求められることが多いと感じています。ご講演では、精神疾患をもつ生徒に対
して、解決法を話すことは相手を否定することになるため、問題解決法を使って、そのプロセスを援
助するだけで良いということを学びました。医療機関のような認知行動療法ができなくとも、子ども
の話を「傾聴」「受容」「共感」しながら個別モデルを作成し、一緒に問題点を考えるなど養護教諭として
できることを増やしていきたいです。
　性教育に関しては、指導の重要性は高まってきていると思いますが、例えば、「分娩室」というワー
ドだけでも気分が悪くなってしまう子どもがいることから、一人一人を配慮した指導をしていく必要
があることを学びました。性教育をとおして自分の心と体を大切にするという延長線で、他人も大切
にして欲しいということを伝えていけるように努めます。
　改めて、多くのことを学んだ有意義な時間となりました。このような機会を設けていただきありが
とうございました。

北海道佐呂間高等学校　　後藤　里緒　先生
　今回は、このような貴重な機会をいただき、ありがとうございました。４月から新採用として本校
に着任し、日々試行錯誤しながら保健室経営を行っているため、とても勉強になる２日間でした。あ
りがとうございました。
　全てのご講演の中で、生徒との関わりの中でどのように反映するべきか考えながら受けました。そ
の上で、清水先生のご講演の中では、発達段階に応じた問題解決法をヒントに生徒への対応を行って
いきたいと感じました。蓮尾先生の講話の中では、本校で各学年に性教育講
話を行っているため男女で同じ内容かつ高校生だからこそ伝えなければいけ
ない、保健の授業を踏まえた深い学びを育成するための性教育を行っていこ
うと思いました。
　今回の研究会に参加して、ご講演について勉強になったのはもちろん、普
段はなかなか出会うことができない多くの養護教諭と情報を共有する機会も
自分自身の力となり、さらに頑張ろうという気持ちが増した研究会となりま
した。学び続ける姿勢を大切にし、生徒との関わりに繋げていきたいです。
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【主 題】　�現代的な健康課題の解決に向けた学校保健活動の推進をめざして

【日 時】　令和６年１月12日（金）９：20～

【場 所】　�北海道立道民活動センター　かでる２・７

【参加申込】　�当日受付も可能ですが、資料等準備の関係上、なるべく事前申込をお願いいたします。

【日 程】

「釧路東高校の保健室紹介」
北海道釧路東高等学校 養護教諭　　小野　幸湖　先生

「学校保健の課題とその対応」
北海道教育庁学校教育局 健康･体育課 健康・体育指導係 係長

篠原　弥智　氏

　この保健室紹介は、令和３年度の釧路管内の高等学校教育研究会健康保健部会で仲間向けに全員が自分の
学校の保健室紹介として肩肘張らない発表として、準備したものが原版となっている。コロナ流行により、
研究会が中止となったが、翌年度せっかく作ったものは発表しようと全員が発表したものの１つである。
　養護教諭になり36年、校種を変えた異動で９年前から初めて高校勤務となった。生徒が毎日抱えてやっ
てくる心身から出すメッセージはバリエーションが多彩・来室生徒のパワーが強烈なため、私の対応力向上
は必須の課題となり、保健室経営の体制を見直し、全校生徒が使いやすい保健室へ年月をかけ本来の保健室
に整えていった。その過程は養護教諭としてはもちろん自分自身にとって人生に大切な柔軟な心、広い視野
を持つ事、自分自身の中にある凸凹について学び直す時間でもある。たくさんのしくじり経験を自分の宝に
変えて、生徒と共に悩み一歩踏み出す心のあり方を探る養護教諭という仕事は、私には必要な人生の修行に
違いない。ご参加のみなさんカラーの保健室はどんな様子ですか？

「健康の正体」

順天堂大学大学院医学研究科・医学部教授　　小林　弘幸　氏

　「健康とは」と尋ねられた時、医師でもなかなかはっきりとは答えられません。

私は、健康とは、「質の良い血液を、ひとつひとつの細胞に、いかに十分に流す

ことが出来るか」に尽きると思います。では、質の良い血液を十分に流すにはど

うしたらいいのか。重要なのは腸内環境です。食べ物の胃腸での消化で重要なの

は小腸です。食べたものの栄養が殆ど小腸で吸収され、血液に乗って流れていき

ます。なので、小腸が汚いと、そこを流れる血液も汚くなり、栄養がうまく運ば

れなくなってしまう、というイメージで結構です。

　また、健康には「自律神経」が重要な役割を果たしています。車に例えてみましょ

う。交感神経はアクセル、副交感神経はブレーキです。つまり、交感神経と副交

感神経は、二つの神経がバランス良く働いてこそ、身体がベストの状態になります。

　簡単に意識して行動できることは、全てを「ゆっくり」と行うことです。外科

医の格言で「ゆっくり早く」という言葉があります。ゆっくり動いているけれども、速やかに手術は進むの

です。日々の動きをゆっくりして、少しでも皆さんの体の健康の維持につなげて頂ければと思います。

〔プロフィール〕

　1987 年順天堂大学医学部卒業。1992 年に同大学医学研究科修了後、ロンドン大学付属英国王立小児病

院外科、トリニティ大学付属医学研究センター、アイルランド国立小児病院外科での勤務を経て、2003 年

に順天堂大学医学部小児外科講師・助教授を歴任する。

　2006年、同大医学部病院管理学研究室教授に就任、総合診療科学講座教授を併任している。専門は小児

外科学、肝胆道疾患、便秘、Hirschsprung's病、泌尿生殖器疾患、外科免疫学。日本スポーツ協会公認スポー

ツドクターでもある。

　国内で初の便秘外来を開設した腸のスペシャリストであり、腸内環境を整える食材の紹介や、腸内環境を

整えるストレッチの考案など、様々な形で健康な心と体の作り方を提案している。また同時に自律神経研究

の第一人者として、スポーツ選手、アーティスト、文化人へのコンディショニング、パフォーマンス向上指

導に関わる。

　『医者が考案した「長生きみそ汁」』、『医者が考案した「ラクやせみそ汁」』（アスコム刊）などのベストセラー

著書のほか、『世界一受けたい授業』 （日本テレビ）や『中居正広の金曜日のスマイルたちへ』（ＴＢＳテレビ）

『徹子の部屋』（テレビ朝日）などメディア出演多数。

講　　演

研究発表

助言・情報提供

【全国養護教諭連絡協議会 第25回研修会 参加報告】
北海道岩見沢緑陵高等学校　　森川　綾乃　先生

　WEB開催されました全国養護教諭連絡協議会第25回研修会に動画視聴で参加させていただきました。
　埼玉医科大学助教 高橋幸子氏による「日本の性教育の現状とこれから－生命（いのち）の安全教育、はじまっ
た？」では、18歳までにどんな知識・態度・スキルを持つ人になってほしいか、ゴールを共有して学校・家庭・
地域で役割分担した「包括的性教育」をする重要性が述べられていました。
　湘南鎌倉総合病院 救急総合診療科 関根一朗氏による「誰かに話したくなる 応急手当」では、救急車要請
時のポイントを解説していただきました。救急隊が患者の緊急度の判断に必要な情報は主に「意識の有無、
話せるか、呼吸有無及び乱れ、血圧、顔色、冷や汗」であるとのことです。
　東京大学大学院教育学研究科 教授 遠藤利彦氏による「アタッチメントと心の発達－その病理や障害を含
め－」では、子どもの頃にアタッチメントを一定期間経験することが重要であると説明され、感情が崩れた
時に立て直して安心させることがアタッチメントに繋がると助言がありました。実際に人と触れ合うことよ
りも、緊急時はいつでも人と触れ合うことが出来るという自信を持てることが重要であると述べられていま
した。
　予防医療研究所 代表 磯村毅氏による「思いやりの心を育むには－知育アプリからスマホ依存まで－」では、
スマホ利用時間が増えると脳の体積が減ることが研究で分かっており、スマホは使い方ではなく、使うこと
が問題であると提唱されていました。スマホやゲームの依存は治癒ではなく回復を繰り返すしか治療方法が
無い事が分かっており、特に子どものゲーム依存は大人のギャンブル依存以上に回復が難しいそうです。
　生徒を取り巻く健康課題を敏感にキャッチし、先手を打って予防策を講じることが最も生徒の安全を保障
できるのだと痛感しました。今後も研修を積み重ねて視野を広げていきたいです。

北海道札幌北高等学校定時制課程　　滝川　智子　先生

　令和５年８月10日～９月７日にWEB（動画配信）開催された第25回研修会を夏休みに視聴しました。内
容は、①「日本の性教育の現状とこれから－生命（いのち）の安全教育、はじまった？」（埼玉医科大学 助教 高
橋幸子氏）、②「誰かに話したくなる 応急手当」（湘南鎌倉総合病院 救急総合診療科 関根一朗氏）、③「アタッ
チメントと心の発達－その病理や障害を含め－」（東京大学大学院教育学研究科 教授 遠藤利彦氏）、④「思い
やりの心を育むには－知育アプリからスマホ依存まで－」（予防医療研究所代表 スマホ依存防止学会（PISA）
代表 磯村毅氏）の４つの講演で、１講演120分、前編と後編の分割視聴でしたので、じっくりと視聴するこ
とができました。
　②関根一朗氏の講演では、救急要請する際、通信司令員はプロなので聞かれたことに答えるだけでよい
というお話がありました。そのような機会に遭遇した時には、思い出して冷静に対応したいと思いました。
④磯村毅氏の講演では、長時間のスマホ・ゲームが脳に与える影響等をお話されていました。知らないこと
もあり、たいへん勉強になりました。モラルやマナーだけではなく、脳への影響やゲーム障害から子どもを
守る予防法について、生徒や保護者にも伝えていく必要があると感じました。
　WEB開催で、全国の養護教諭の先生方との交流ができないのは残念ですが、知識のアップデートと健康
課題解決のためのヒントを得ることができました。暑い夏に３日間かけて視聴しましたが、とても充実した
研修会でした。今後も自己研鑽に努めていきたいと思います。

受付 開会式 講演 総会 休憩 研究発表 助言
情報提供 閉会式

9:20 9:40 9:50 11:50 12:10 13:30 14:50 15:20

【内 容】

北海道高等学校教育研究大会第38回養護部会のお知らせ


